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米中対立のなかでの ASEANの外交・安全保障 

神戸市外国語大学国際関係学科 木場 紗綾 

kiba@inst.kobe-cufs.ac.jp 

1． 概観 

東南アジア諸国連合（ASEAN）を構成する 10ヶ国と、東ティモール

 
経済力 

   シンガポール、ブルネイ、マレーシア、タイ 

   ベトナム、インドネシア、フィリピン 

   CLM（カンボジア、ラオス、ミャンマー）、東ティモール 

 政治体制 

   民主主義：インドネシア、フィリピン、マレーシア、東ティモール 

   権威主義：ミャンマー（軍政） 

   ハイブリッド：シンガポール、タイ、カンボジア 

   一党支配：ベトナム、ラオス 

   王国（選挙なし）：ブルネイ 

 地理的条件 

「陸のアジアと海のアジア」（白石隆 2016『海洋アジア vs.大陸アジア』ミネルヴァ書房） 

 宗教 

   インドネシア、マレーシア、ブルネイはイスラーム教徒が多数を占める 
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2． 安全保障環境と政策 

⚫ 全方位外交：ベトナム、インドネシア 

   ただし、その他の国も基本的に多面的なパートナーを模索、ヘッジング戦略をとる 

⚫ 米国との同盟国：フィリピン、タイ 

⚫ ロシアは重要な装備品輸出国 

 

2000-19年の東南アジアへの防衛装備品輸出国とその総額（単位：10億ドル） 

ロシア 10.7 

米国 7.86 

フランス 3.57 

ドイツ 2.82 

中国 2.6 

韓国 2.15 

英国 1.28 

 

2000-21年のロシアからの防衛装備品の輸入総額（単位：億ドル） 

ベトナム 65.42 

マレーシア 12.74 

インドネシア 11.53 

タイ 0.7 

カンボジア 0.05 

出典：ストックホルム国際平和研究所 Stockholm International Peace Research Institute 

(SIPRI)ウェブサイト<https://www.sipri.org/>同上 

 

東南アジア域内での武装紛争の脅威は少ない 

⚫ タイとカンボジア（プレアビヒア寺院をめぐって 1961年にハーグの国際司法裁判所

による判決、タイはこれを不服としている。2008年に武力衝突） 

⚫ フィリピンとマレーシア（サバ地方の領有権） 

⚫ タイとミャンマー（少数民族による武装勢力とタイ国軍との対峙） 

⚫ 南シナ海：フィリピン、マレーシア、ブルネイ、ベトナムが領有権主張 

 

国内における武装紛争は依然として深刻 

⚫ タイ（深南部 3県における分離独立派） 

⚫ インドネシア（パプアにおける分離独立派） 

⚫ フィリピン（ミンダナオの一部のイスラーム過激派、全土における共産ゲリラ） 

⚫ ミャンマー（少数民族武装勢力） 
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ISEASの State of Southeast Asia1に見る、東南アジアに共通する脅威認識 

⚫ 大国間競争に巻き込まれたくない、二者択一を迫られたくない 

⚫ ウクライナ戦争よりイスラエル・パレスチナ情勢への関心 

⚫ 外敵よりも国内の脅威に関心（失業と経済の悪化＞気候変動＞軍

事的緊張の高まり＝経済的格差＞国内政治の不安） 

出典：ISEAS – Yusof Ishak Institute, 2023. The State of 

Southeast Asia: 2023 Survey Report. 

https://www.iseas.edu.sg/wp-content/uploads/2024/03/The-State-

of-SEA-2024.pdf 

 

Q5 What are the top 3 challenges facing Southeast Asia? (check 

3 responses) 

 
 

 
1 シンガポールのシンクタンク ISEASユソフ・イシャク研究所が東南アジア 10ヶ国のエリートに対して実施し

ているオンラインサーベイ。毎年初めに結果が公開される。2024年版では、研究者、財界人、市民社会とメデ

ィア関係者、政府関係者、国際関係職員 1,994名が回答した。 
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Q31 If ASEAN were forced to align itself with one of the strategic rivals, which 

should it choose? 
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東南アジアから見た米国の関与： 

⚫ 米中への信頼度は、国によって大きく差があるが、全体的に低下傾向。中国、米国

どちらに対する信頼度も下がっている。 

⚫ トランプ、バイデン政権下で米国の東南アジアへのコミットメントは低下したとみ

られている。 

⚫ 人権と民主主義状況に関する内政干渉のイメージ。米国のイラクとアフガニスタン

での「失敗」への批判。 

⚫ 米国がイスラエルに親和的であることへの批判。 

 

東南アジアから見た中国の関与： 

⚫ 投資、援助において圧倒的な存在感。 

⚫ 政治においては内政干渉をしない（経済的な干渉はある）。 

⚫ 「債務の罠」「汚職」「不透明」の印象は強い。 

⚫ 中国からのディスインフォメーションへの懸念は市民によってまちまち、ビジネ

ス・エリートの意識も国や地域、立場によって大きく異なる。 
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東南アジアから見た日本の関与： 

⚫ 日本の憲法 9条は広く知られている。 

⚫ 主要な ODA供与国としての知名度が高く、特にインフラ事業の評判は高い。 

⚫ 経済力は低下しつつあり、軍事力の行使もしないが、信頼できるとのイメージ。良

いことをするか」（How confident are you that Japan will “do the right 

thing” to contribute to global peace, security, prosperity, and 

governance?）のスコアがもっとも高い。 
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3． 日本と東南アジアの安全保障協力 

1973年 日・ASEAN合成ゴムフォーラム（初の日・ASEAN対話） 

1974年 大規模な反日デモ（特にバンコク、ジャカルタ） 

1977年 福田ドクトリン「日本は軍事大国にならない」、「日本は各国と、心と心の触れ

あう信頼関係を構築する」、「日本と ASEANは対等なパートナーである」 

2014年 安倍首相のシャングリラ・ダイアログでのスピーチ「ASEANの海洋安全保障に

寄与する」、「ODA, 自衛隊による能力構築支援、防衛装備品協力を組み合わ

せた支援メニュー」 

 2016年 個別の各国に加えて ASEAN全体の能力向上に資する防衛協力を推進する方針

「ビエンチャン・ビジョン」発表。 

2019年 「ビエンチャン・ビジョン 2.0」発表：実施 3原則は「心と心の協力」、「きめ

細やかで息の長い協力」、「対等で開かれた協力」 

2023年 日 ASEAN友好協力 50周年 

防衛協力強化のための日 ASEAN大臣イニシアティヴ：ジャスミン」発表 

⚫ 力や威圧によるいかなる一方的な現状変更も許容しない安全保障環境の創出 

⚫ 日 ASEAN防衛協力の継続と拡充 

⚫ 日 ASEAN防衛関係者の更なる友情と機会の追求 

⚫ ASEAN・日本・太平洋島嶼国の連携の支持 

 

能力構築支援 

 2012年に開始、主に人道支援・災害救援、PKOでの工兵、潜水医学、国際法分野など 

- 自衛隊員を現地に派遣しての訓練 

- 相手国の軍関係者を日本に招聘しての訓練 

- その他（ODAによる物資供与との組み合わせなど） 

 

防衛装備品・技術移転 

2014年 「防衛装備移転三原則」 

2016年  フィリピンへ海上自衛隊練習機TC‐90の貸与、自衛隊によるフィリピン海

軍のパイロットへの教育や整備要員に対する支援も開始された。 

2017年  不用装備品等の無償譲渡等を可能とする自衛隊法改正により無償譲渡が可能

→フィリピンに貸与中であった 5機のTC‐90を無償譲渡に変更 

2018年  陸上自衛隊多用途ヘリコプター UH‐1H の不用となった部品などをフィリピ

ン空軍へ無償譲渡の合意 

2020年  三菱電機が新たに開発・製造する警戒管制レーダー4基をフィリピン国務省

が約 1億ドルで納入する契約が成立 

2024年  ベトナムとの間で中古資材運搬車の譲渡に係る細目取極及び防衛当局間取決

めに署名 

日本は各国との間で防衛装備品・技術移転協定の締結を進めている 
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政府安全保障能力強化支援（OSA） 

2023年 4月に発表、主管は外務省。 

 初年度は総予算 20億円、重点国マレーシア、フィリピン、フィジー、バングラデシュ 

 

 

4．南シナ海問題 

2016年、国際仲裁裁判所はフィリピンの主張を全面的に認める判決。 

 

 

 

判決によると、セカンド・トーマス礁は島でも岩でもない低潮高地（low-tide 

elevations：LTE）であり、干潮時にのみ見え、満潮時に水没する。しかし、セカンド・

トーマス礁はフィリピンの排他的経済水域内（EEZ）に位置しているため、フィリピンの

主権が及ぶ。→ よって、フィリピンが座礁船シエラマドレ号を前哨基地として置き続け

ることは問題のない行為。 

23年度能力構築支援事業 防衛装備品・技術移転協定 装備品移転実績 OSA

フィリピン あり 2016年署名・発効 あり 初年度優先国

インドネシア あり 2021年署名・発効 なし

マレーシア あり 2018年署名・発効 なし 初年度優先国

ベトナム あり 2021年署名・発効 協議中

カンボジア あり 未 なし

ラオス あり 未 なし

ブルネイ なし 2023年覚書署名 なし

タイ なし 2022年署名・発効 なし
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出典：CSIS- Asia Maritime Transparency Initiatives  

“Arbitration Support Tracker “July 18, 2023  

https://amti.csis.org/arbitration-support-tracker/ 

賛成：フィリピン 

認知：インドネシア、マレーシア、ミャンマー、シンガポール、ベトナム、東ティモール 

立場表明せず：ラオス、カンボジア、ブルネイ、タイ 

 

 

5． 台湾 

⚫ 東南アジア諸国では、台湾有事に「巻き込まれたくない意識」が強い 

⚫ フィリピンは中国からの報復の飛び火を懸念 

⚫ サプライチェーンへの関心が高い 
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米軍が使用できるとされるフィリピン国内の 9つの基地 

 

出典：Nikkei Asia, April 11, 2023. Philippines, U.S. hold biggest-ever drills to 

counter China https://asia.nikkei.com/Politics/International-relations/South-

China-Sea/Philippines-U.S.-hold-biggest-ever-drills-to-counter-China 

https://asia.nikkei.com/Politics/International-relations/South-China-Sea/Philippines-U.S.-hold-biggest-ever-drills-to-counter-China
https://asia.nikkei.com/Politics/International-relations/South-China-Sea/Philippines-U.S.-hold-biggest-ever-drills-to-counter-China
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⚫ フィリピンのルソン島北端から台湾最南端の距離は約 250km（フィリピン最北端のバ

タネス諸島からは 142km、石垣島から台湾は 270km、与那国島西部から台湾は 111km） 

⚫ フィリピン（マニラから約 80キロのクラーク空軍基地と、160キロのスービック海軍

基地）には米軍基地があったが、1991年に撤退。 

⚫ 1998年に両国は訪問部隊協定（VFA）締結。2014年に米国とフィリピンは、米軍がフ

ィリピン国内の軍用基地をローテーション利用することに合意。常時駐留したりする

のではなく、あくまでもフィリピン軍の基地を利用するのみという位置づけ。2024年

の第 4回フィリピン・米国 2+2閣僚級対話では、2024会計年度インド太平洋安全保障

補足歳出法から対外軍事資金（FMF）として 5億ドルを割り当てることに加え、7か所

の基地のインフラプロジェクトに 1億 2,800万米ドルの追加予算を充当することで合

意。（フィリピン側は 8,860万米ドルの投資を予定）2。 

⚫ フィリピン政府は米国の基地利用を台湾有事とリンクさせたくない。「南シナ海での

海上保安能力向上」 

⚫ 台湾には、フィリピンの移住労働者が 15万人、インドネシアの移住労働者が 14万

人。 

 

 
2 Joint Statement on the Philippines-United States Fourth 2+2 Ministerial Dialogue. 
July 30, 2024. U.S. Department of Defense. 

https://www.defense.gov/News/Releases/Release/Article/3854902/joint-statement-on-

the-philippines-united-states-fourth-22-ministerial-dialogue/ 


